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○開会挨拶 

赤田修司会長から「５０周年という大きな節目を迎え、これからの１０年先、５０年先

を思い浮かべると私たちに何ができる

のだろうか。地域で、種目別で頑張って

いるレク活動を私たちの後輩、孫子に

いかに伝えていくかが私たちに託され

た使命だ。そのことを実現するため内

部、仲間内の結束も必要だが、外部に対

する情報発信を目に見える形でやって

もらいたい。日レクの“Smile  for 

All”は心を打つ標語である。この標語の

もとにこれからも頑張っていかなけれ

ばならないと考えている。私たちの未来は、財政的には厳しいかもしれないが、これか

ら私たちの活動に一緒に参加してくれる沢山の人が待ち構えている。その意味では、明

るい未来が待っている。これからも Smile for All のスローガンのもと、皆で手を携

えて頑張っていこう。」との挨拶がありました。 

 

○来賓祝辞 

ご来賓として出席を賜った岡山県の佐藤兼郎副知事からは、「すべての県民が“する・見

る・支える”という形で、スポーツに関わ

ってもらい、健康で生き生きとした岡山

県を実現しようとスポーツの振興に努

めている。岡山県民の健康寿命は平均寿

命より１０歳以上下回ってる状況にあ

り、日常生活の中で多様な人々が交流し

ながら積極的、自発的にスポーツ・レク

に関わることが健康寿命を延ばすため

にも大切だと思っている。５０周年を契

機にさらに一層、岡山県の生涯スポーツの中心としてご活躍いただきたい。」との祝辞

をいただいた。続いて日本レクリエーション協会の丸山 正専務理事から、「岡山県レ

クリエーション協会は、日レクのよきパートナーとして長い歴史を積み上げてきた。県

レク協会は今年度からは新たに Smile チャレンジプロジェクト事業にも取り組まれ、

公認指導者の活躍の場の拡大、健康寿命の延伸、世代間の交流などこれからの社会的課

題を解決するためのトライアル事業の開発を進めている。オリンピック・パラリンピッ



ク大会が東京で開かれるが、レク協会に期待されているのは、この大会のレガシーとし

てすべての国民がスポーツ・レクリエーションを楽しむ社会を作ることである。このた

め、日レクが取り組んでいる健康スポーツ広場や元気アッププログラムなどについて

岡山県レク協会の全面的な協力のもとに進めたいと考えている。」という小西 亘理事

長のメッセージをいただいた。最後に岡山県体育協会の越宗孝昌会長から、「県体育協

会は、生涯スポーツの推進、競技スポーツの推進を大きくこの二つを重点にスポーツ振

興を図っているところであるが、生涯スポーツの振興と県レク協会の活動と軌を一に

している。その意味でこれからも是非とも県体育協会と県レク協会は連携を密にしな

がら岡山県のスポーツ振興に力を合わせて取り組んでいこう。」というエールをいただ

いた。 

 

○５０周年の歩みの紹介 

 

５０周年の歩みの紹介では、“５０年の歩

みそしてこれから”と題して県レクが設立

された昭和４３年当時の時代背景をはじ

め、設立から今日に至るまでの協会が５

０年にわたり取り組んできたレクリエー

ション運動、特にレクリエーション運動

が「物から心の豊かさへ」の新しい価値観

を求める時代をリードしてきたことの意義を写真やグラフを交えて総括がなされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○５０周年記念表彰 

 

 

 

 

 

推　薦　団　体 推　薦　団　体

足　立 　勝　子 本　郷 　美智子 瀬戸レクリエーションクラブ

藤　原 　春　子 梶　谷 　   栄

前　田 　愛　子 蔵　本 　比呂美

早　瀬 　敦　之 菱　川 　恭　子

守　安 　弘　典 平　山 　重　子

山　崎 　たつ子 藤　原 　豊　美

定　井 　恵　子 渡　辺 　久　江

佐　藤 　節　子 荒　木 　康　尊 岡山サイクリング協会

小　林 　広　佳 美作地区レクリエーション協会 下　山 　健　二

焔硝岩 　里　野 花　田 　文　甫

小野田 　和　義 馬　場 　静　子

須　藤 　貞　子 道　廣 　幸　子 岡山県ターゲット・バードゴルフ協会

松　島 　ヨシエ

日本フォークダンス連盟岡山県支部

岡山県キャンプ協会

氏　　名氏　　名

岡山市レクリエーション協会

津山市レクリエーション協会

総社レクリエーションクラブたんぽぽ

佐伯レクリエーションクラブ



 

  

 

 

Ⅱ．講演 

 「これからの世の中でレクリエーションが果たすべき役割」 

       師岡 文男 先生 上智大学保健体育研究室教授、スポーツ庁参与、日本レクリエーション協会元理事

日本スポーツ協会評議員、JOC総務委員、日本フライングディスク協会会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．祝賀会                      

 

大天嘉行記念事業実行委員長（副会長）の挨拶により、祝賀会（交流会）がスタート。 

 

 

 



 

○アトラクション 

 

・尺八、クラリネット、ギター、ピアノの異色ジャ

ズユニット「ＫＡＴＨ（キャス）」によるハイテクニ

ックで洗練されたジャズ音楽が演奏された。 

ＫＡＴＨ（キャス）プロフィール 

1994 年度米国北西地域エミー賞作曲賞」を受賞した岸本寿男を中心と   

したジャズユニット。  

岸本寿男（尺八）  熱田昭夫（クラリネット） 

     荒木博司（ギター） 松本加代子（ピアノ） 

・五嶋幹雄氏（課程認定校玉野医療総合専門学校学科長）によるマジック

ショーが行われ、巧みな話術と華麗なマジックパフォーマンスが次々に

披露され観客を笑いの渦に巻き込んだ。 

 

 

○県レクの新しいロゴマークの発表 

 

協会の認知度アップと、今後のさらなる発展を目指して活動するための旗印となる新しいロゴ

マークのデザインが披露された。 

コンセプト 

「岡山県レクリエーション協会のローマ字の頭  

文字「Ｏ．Ｒ」をモチーフにし、共にレクリエー

ションを楽しむ姿を表現したもの」 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．協賛企業・団体 

 

この度の岡山県レクリエーション協会創立５０周年記念事業の実施に対し、多くの企業・団体の

皆様方から協賛金をいただきました。ありがとうございました。 



 







 

 



 

 


